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8/29～ 30 大 山ilす「犬由館」にて

『第3回 いのちと健康を守る学校』開催
延べ 53名 が熱 心に船講参加、

女r辞をうけている 「第 31`11いのちと遇ミをする学校」が、8/20～ 〔ヽ0犬 ||1市の

「大lll館」で開催されました。

第 1講義は、先回の健康大学で講義された愛知県保険医協会の徳lll秋先生がおf岳さ

れました。 「 私たちの健康1明題 と労働 ・41iit千」と題して、す
と
t体的な病気の特徴 と

その 予防法についてわかりやすく話され、曲ミと労1動(仕
'!i)・′|ヤ「子との1対わ りから

健康であることの意義をわかりやすく解明されました。

(聴講者の感想)

◆ 成 人病についての考え方や、予防の張安性、また饉玉が入りすということである

が、健康が問的ではなく、健康で何をやりたいのか[1的をもっていくことの張賞

性がFll解できた。                  (42才  公 務典)

◆  病 気が労働 (1仕事)と ,代きくかかわっていることがよくLIl解できた。

(51オ
A運

転 子)

第 2講 義では、やはり健康大学で講義された名[好ら府河寸腐病院精Ⅲ解斗の翔 |1裕`r

先′iiが「働 くもののメンタルヘルス」と題してお話されました。

仕事上から本部申的に負けて自殺まで行く痛ましいケースなど、猟 【を生き抜くため

のメンタルヘルス (,と、の健康)を どうとりくむか、ユーモアを交えながらわかりやす

く解明されました。

的鮪維持θ)感姓t)

◆  ギ1分でも負tがイヽよいてないうちに 「タイプA人 |lil」にf li立てられていたことに生〔

イヽよきました。 「非まじめ」の対すめを地でいきたいと思います.



講演では、名!!〒鷹大学医学淑松深衛性学の11111イ声也先生が 「イ十革と健嫌を与える」

と題してお話されました。

(聴講者の感想)

◆ 山 ぼi先生のお溢は、大変印象深くまた、今後のノ】品Jを示していただき、有難い

と思っています。

白家営業者は、過労死でタヒんでも、仕事が打ち切られても何の保障もなく、

まさにヤミからヤミヘ消え去られていく存在となっています。

今の時イやこ勇気をもって発声すること、今まで黙つていた下請け業者 ・イじモ

X者 が労働者と ハ
緒になって発r=すること、チ1神叫的多数の零細業格とそこで働く

木ネ比鱗 3働者カツ上きていくために、権利として物をi手うことの大りJさを,Fびまし

た。有 り難 う御座届ましフた。 (50才 団 体事務ナお真)

◆ 病 気には社会的治嫌というものがあること、過労死については企業主任など

明確にし、労麟 it合の役割を広げる必要を感じた。  (42才  白 治体労働者)

『第3回 いのちと健康を守る学校』終了後、午前iI時 から 酸教[]健康センター |

第2回総会」を大由館にて開催しました。参加は、2 1 1Sll体・46名 でした。    |

総食披、議長に田労愛知県支部の神藤委員長を選出し、活動報告、決算報告を承認 |

第2年 度の事業活動計伸R予 算、事業内容の構想、幕tノ合ヤ)せ事項の改i!tなど、 ‐括

提案 ・討論し、原発どうり採択tノました。

新役員は代表理事 (4名 )に 、1地出1信也 鱗 問題研究会)【il原基甥竪 聞 る連)|

水野幹男 (自由法曹団)、輌即露薄トト(愛労連)を選出、理事 (17名 )には、長斜11

をきりまtノた。

少加の労働組合 ・民fl胡体の ‐|ギの御協力をお願いいたします。



騒縄ン |
第2回労働安全衛騨 交流会

10/3～4労 働者研修センターにて

職場での労働安全衛生活動は、長時

陪l過密労働をなくし労働者のいのちと

健康をく14るうえでも欠くことのできな

い大切な労働組合の課題です。

企業サイ ドの運動でなく労働者の守

り子としての運動にしなければなりま

せん。

活動の基本を学習 し、交流をする

ため労働組合の活動家、担当者、関心

のある方の、ご参加をお願いいたしま

す。

「1時 10,!3i l(上 )14:30開 会

1けj411(H)12:00閉 会

場所 愛 知県労働者研修センター

(.すR中央線 「定光寸」下車)

マイクロ版の迎 あり

TEL:0561-48r2811

参加宝 (資料代含む)

10,000円 (1泊 2食 )

泊 りなし参加 (資料代含む)

3_t}Oo円

中込み期限 9月 25「 ]

ア
| ま`→lコまたはFAXで 氏名 と

所属団体名を金鎌 して 下さい。

参加費は、1竹」受付でお受け

します。

健康センターT itiョ・FAX

052-322-0406

内容は次のとおりです。

10/3(上二)14:30～

第 1講義

「職場での労働安全衛を邸 動のガ島本」

名博 争百1委二i長 部 lliH本とR

労韻塗 、衛生委虫会の'11体的な活動

の進め方について、事例をあげながら

わかりやすくお話されます。

先距1の労働安全衛生実施調査アンケ
ートによれば、官民職場とも、活助の

状況は、形式的化、形骸化しているの

が天態です。

労働有の立場にたった安全衛生活動

を実施させましょう。

第2講 義 16:00～

「働くものの健康と労働安全衛生法J

名古屋大学医学部公衆衛生¥

営尾 克  先 4上

「vr)rr 作ヽ業による健闘特言J階]題
にとりくまれて研究をされておられま

す。労働安全衛生法の問題点などにつ

いても研究され活躍されています。

10/4(1可)9:00～ 12:00

各職場での労働安全衛′Iのとりく

みについて報t子と交流をおこない

ま打。



(1992.8.30 第 2 1rll総会で承認)
職場の活動家 ・専門家養成と職場活動を推進します。
① 第 2い1 労働政合衛そ博岳動学習交流会 (10/3～4)
② 第 4阿  人 間らしく生き働くための愛知集会 (・93、1/2朝
③ 第 2期  い のちと健康大学の開催 ('93.2/～6/)
④ 第 4田  い のちと健康学校 (第3回総会も合わせて開催)(・93.7/)
⑤ 地 域での学習会 ,講座の開催などを具体化します。
⑥ 「いのちと健康を生Tる活動の手引き」 (仮称)を 銘

i子します。
② 「職場の安全衛生活動の手引き」 働調 )ヽの監

iのヽ準備をすすめます。

情報収集、調査、研究活動を推進します。
① 「労働安全衛生実施」調査の集約 ・分析にとりくみます。
② 「在職者長期療養話、死亡者調査」を具体化します。

職場こ地域でいのちと健康にかかわる十世話役的本[1談活動をすすめるように
します。

労災慈 ユ・)1災裁判支援のとりくみをすすめます。
① 大 間特殊鋼過労死労災認定のとりくみ
② 山 内過労死裁判を支援する会のを,テくみ
③ 名 ::f圧過労タヒを考える公

壷知労働問題研知 子が主f産する 「日本・ドイツ,抽 問題共同セミナーゴメ、の
分rJgをはじめ田際連帯 ・交流活動をすすめます。
セミナーは、9/20(阿 )～ 21(月 )名大病院内 昭尋友会館」2 Ff  i

弁護士、医学者 ・医師などの専門家の人たちとの共同のとりくみをつよめ
ます。

学ぎ会 ・調査活動などで労働組合との共1対をすすめるとともに、練l織拡大
をすすめます。

ひきつづき 「いのちと健康ニュース」を発行します。

規約 (茶)の 作れ覧をはじめとした組織的整備をおこないます。
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